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           平成１７年１１月２４日（木） 

１６時３０分～１８時３０分 
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１． 開会 
 
２． 資料説明 
 
３． 質疑応答 
 
４． その他 



 
技術検討委員会 第２回委員会資料 

 

  

資料１ 羽田空港新滑走路建設工事に係る「技術検討委員会」（第１回） 

議事概要について 

 

資料２-１ 技術検討委員会における審議事項 

 

資料２-２ 「技術提案書に関するコメント」及び「入札前 VE 提案の附帯条

件」の各記載事項に対するＪＶ対応結果の確認時期について 

  

資料２-３ 「技術提案書に関するコメント」等への対応状況について 

個別説明資料（非公開） 

 

 

参考資料１ 技術提案書に関するコメント（平成１７年２月９日公表資料） 

 

参考資料２ 入札前 VE 提案の採否について（附帯条件）（非公開） 

 

 



羽田空港新滑走路建設工事に係る平成１７年度第１回「コスト縮減検討委員会」及び 
「技術検討委員会」の合同委員会議事概要について 

 
平成１７年５月１８日 

 
連絡先 

航空局飛行場部建設課 岡田（内線49551）、浅輪（内線49502） 

03-5253-8111（代表）  03-5253-8727（直通） 

関東地方整備局港湾空港部 菊地（045-211-7403） 

 
 
 
 
 
１． 日 時 

平成１７年５月９日（月） １５：４０～１７：３０ 
 

２． 場 所 

羽田空港第１ターミナル６階ギャラクシーホール 

 

３． 出席者 
＜委 員＞ 飯島英胤座長、島谷武志委員、島田精一委員、吉越洋委員 

石原研而座長、井合進委員、今井五郎委員、福手勤委員、松島巖委員、三木千壽委員、

渡邊英一委員 

＜事務局＞ 岩崎航空局長、鈴木航空局次長、小澤航空局審議官、山田関東地方整備局副局長ほか 
＜関係者＞ 中尾港湾局技術参事官、広瀬国土技術政策総合研究所副所長 

小和田(独)港湾空港技術研究所理事長 

＜事務局アドバイザー＞ 佐藤隆良(株)サトウファシリティーズコンサルタンツ社長 

 

４． 議事概要 

○岩崎航空局長挨拶 

契約締結を行った旨の報告と、契約締結までの協力に感謝するとともに、今後も協力をお願いした。 

 

○コスト縮減検討委員会 飯島座長挨拶 

入札前ＶＥという新しい試みでコスト縮減を達成したことは画期的な成果であり、発注者・入札参加

者・第三者委員会がそれぞれの立場で努力し、透明性を確保しつつコスト縮減を達成したことを評価す

る。関係者は本事業に対する国民の期待が高いことを理解して全力で取り組むことを期待する。 

 

○技術検討委員会 石原座長挨拶 

１万ページを超える技術提案書に加え、入札前ＶＥ提案もなされ、発注者・入札参加者の努力でここ

まできたことは喜ばしいことである。技術的に難しい課題や、自然条件、社会条件が厳しい中で、最新

の技術を導入し安全に施工することが重要である。 

 

○質疑応答 

入札の過程、工事請負契約の締結等に関する情報の公表について事務局より説明が行われ、続いて本

工事の実施計画の概要と委員会提言等への対応について請負者より説明が行われた。委員からの主な質
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問・意見及び請負者からの回答は、以下の通り。 
✈ 難しい施工環境のもと、所定の期日までに完成させることが必要であるが、そのためには

ＪＶ構成各社が共通の認識を持ち、きちんとした体制を作ることが必要である。 
     → 早急に体制を立ち上げて進めていく。 
✈ 観測結果を新たな施工にフィードバックする情報化施工が大切である。常時微動、地震観

測をどのように考えているか。 
    → 常時微動観測を行うことにより固有周期や振動特性について、設計値と大差ない

ことを確認していく。 
✈ 建設箇所や条件が違ったとしても同種の構造については設計思想を統一する必要がある。

空港としては１つの構造物であることに留意してほしい。 
       → 十分留意する。 
✈ 防食対策を行うにあたり、補修方法に加え、カバープレートまでのアプローチについても

十分に検討すべきである。 
    → 桁全体はカバープレートでアプローチし、カバープレート下面へのアプローチに

ついては専用船の使用など施工性の良い方法を検討する。 
✈ 高強度床版に変更しているが、設計荷重を見込んだ場合のコスト縮減効果はどのように考

えたらよいか。 
    → 高強度床版に変更することで床版の軽量化がなされ、下部構造全体のコスト縮減

に効果があった。 
✈ 工程上のクリティカルパスは何か。 
    → 全ての工事ではあるが、特にＣ滑走路進入表面下にある接続部の急速施工である。 
✈ 防食対策全体をみることのできるプロジェクトリーダーが必要。 
    → 検討していく。 
✈ 長期的に安定した維持管理を実施してほしい。 
✈ 維持管理において試験片を用いたモニタリングを行うとあるが、単に試験片を並べるだけ

でなく、実環境でのモニタリングが大切。 
    → 実環境を十分配慮したモニタリング計画を検討する。 
✈ 工期を守る上で支障になることが懸念されている事項はあるか。 
    → 各種のマネジメント業務である。関係者の皆様にご理解・ご協力を頂けるように

ＪＶとして全力をあげる。 
✈ 工期遅延は許されない状況であるので、専任体制、熟練者の配置等、工期遅延が生じない

ような十分な体制で臨んでほしい。 
→ 十分な体制で臨みたい。 
 

○今後の予定 

  平成１７年秋頃に両委員会をそれぞれ開催予定である。 

  コスト縮減検討委員会では契約後ＶＥ等について、技術検討委員会では技術検討委員会コメント

に対する検討の進捗状況等を検討する予定。 
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あ資料２-１あ 

 ■平成１７年度 第二回技術検討委員会における審議事項 
 
 ■第二回技術検討委員会に 

審議・助言を求める事項 
 

■ＪＶ側検討結果の確認時期 

      （関東地方整備局） 
 

技術提案書に関するコメント（平成17年2月8日 技術検討委員会） 
 

２．今後の検討が必要な技術的事項  

今回提出された技術提案書は基本設計段階のものであるが、今後、実施設計段

階、施工段階及び維持管理段階に移行した際に検討が必要と考えられる重要な技

術的事項を現時点において以下の通りとりまとめた。  

これらの技術的事項に適切かつ確実に対応することは、本プロジェクトの安全

で円滑な遂行にとって必要不可欠であることから、今後発注者においては、これ

ら技術的事項の対応を請負者に求め、確実に対応されることを確認しつつプロジ

ェクトを進めていくことが必要である。なお、対応策の検討にあたっては、コス

ト縮減の観点も十分に踏まえた上で総合的な視点で行う必要がある。 

技術提案書の審査結果に関する附帯事項 

（平成17年2月9日 関東地方整備局） 
 

競争参加資格確認のために提出のあった技術提案書について、入札説明書９．

（２）に基づき審査した結果、提出された技術提案書は、基本設計レベルとして

は要求水準書において発注者が求めた要求内容を満足しているが、今後、実施設

計にあたって、解析的手法及び実験的手法等により適切かつ確実に対応すること

が必要な技術的事項を「技術提案書に関するコメント」（技術検討委員会 座長

石原研而東京大学名誉教授）も踏まえて下記のとおりとりまとめたので、技術提

案書の審査結果に関する附帯事項として通知する。  

発注者においては、契約締結後、契約書（案）第３１条に規定する中間検査ま

でに附帯事項として示した技術的事項についての対応状況を確認した上で中間検

査を行うこととなるが、確認の結果、請負者における検討方法、検討内容等が不

適当若しくは不十分又は課題が未解決と考えられる場合には、中間検査に合格し

ないことがあるので留意されたい。また、請負者における検討の結果、基本設計

図書を修正する必要が生じた場合には、請負者は契約書（案）第１７条に基づき

対応することとなるので留意されたい。 

東京国際空港Ｄ滑走路建設外工事に係る 

入札前ＶＥ提案の採否について（通知） 

（平成17年3月17日 関東地方整備局） 
 

別紙において採用すると認めた提案項目のうち附帯条件を付した項目について

は、当該附帯条件を満足することを採用の条件とする。また、試験等による確認

を求めた附帯条件については、発注者が別途指示する期日（契約締結から概ね６

箇月を想定している。）までに試験等による確認の結果を提出し、確認を受ける

こと。 

 なお、附帯条件を満足することができない場合には、発注者と協議の上、附帯

条件を満足するよう修正した内容に基づいて、又は平成１６年１０月１３日に提

出した技術提案書の内容に基づいて本件設計及び本件工事を行うこと。この場

合、履行期間及び請負代金額の変更は行わない。また、これに伴う基本設計図書

の修正は全て請負者の責任と負担により行い、発注者に修正後の基本設計図書を

提出すること。 

 

実施設計の前半段階で確認すべき事項 

・概ね契約後半年間を目処に確認 

 

施工段階で確認すべき事項 

 

 

第三回技術検討委員会以降 

実施設計の後半段階 

若しくは 

施工段階で 

確認すべき事項 

 

実施設計の後半段階で確認すべき事項 （反映） 

実施設計の前半段階で確認すべき事項で

ＪＶ側検討が概ね終了したもの。 

実施設計の後半段階で確認すべき事項の

うち、方針が確定したもの。 
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■「技術提案書に関するコメント」及び「入札前VE提案の附帯条件」の各記載事項に対するＪＶ対応結果の確認時期について

実施設計の
前半段階

鋼管矢板井筒護岸構造の常時変位及び地震時残留変位について、よ
り一層の抑制の可能性等構造系の最適化について引き続き検討する
ことが必要である。

① 耐震設計
技術検討
委員会
コメント

実施設計の
後半段階

損傷発生箇所については、可能な限り地震後の修復が容易な箇所で
の発生となるよう、実施設計の段階で部材の詳細な設計を行う必要が
ある。

実施設計の
前半段階

接続部護岸前面の捨石部分に発生する地盤変形が近接構造物（地中
部を含む。）に及ぼす影響の軽減方策についても上記との関連で検討
する必要がある。

② 耐震設計
技術検討
委員会
コメント

実施設計の
前半段階

及び
施工段階

施工期間の比較的初期の段階において、構造物の設置時から常時微
動観測や地震動観測を継続して行うことが必要である。

②
耐震設計
（接続部）

技術検討
委員会
コメント

実施設計の
前半段階

鋼管矢板井筒護岸構造における隔壁継ぎ手部の地震荷重に対する強
度、変形特性等について実証実験（隔壁継ぎ手部の交番繰り返し載荷
実験等）による確認が必要である。

④
接続部周辺の

沈下対応

技術検討
委員会
コメント

実施設計の
前半段階

及び
実施設計の
後半段階

軽量混合処理土及び管中混合処理土については、我が国における施
工実績としての期間が短いことから、実施設計の段階において、長期
劣化特性等を十分に検討し確認しておくことが必要である。

                               ：審議事項（第２回技術検討委員会）

                               ：第３回技術検討委員会以降

埋立/桟橋接続部関連 耐震設計

①

項　　目 区分

耐震設計
（接続部）

③

JV側対応結果
の

確認時期

技術検討
委員会
コメント

「技術提案書に関するコメント」
又は

「入札前VE提案に対する附帯条件」の記載内容

JV側対応結果
の

確認時期
区分項　　目

「技術提案書に関するコメント」
又は

「入札前VE提案に対する附帯条件」の記載内容

技術提案書において提案されている接続部の沈下対策は、鉛直排水
工法による現地盤の圧密促進・沈下抑制を行うとともに、埋立土として
管中混合処理土及び軽量混合処理土を用い上載荷重を低減させ沈下
抑制を図るという提案となっており、これらは供用後の残留沈下量を抑
制可能な対策であると考えられる。なお、実施設計に当たっては、詳細
な埋立計画に基づいて、より効率的な維持補修計画を立案できるよう
にしておく必要がある。

技術検討
委員会
コメント

実施設計の
後半段階

接続部周辺の
沈下対応
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技術検討
委員会
コメント

実施設計の
前半段階

鉛直排水工法の効果について、打設深度や圧密係数のばらつき、そし
て長期圧密の起こり方をパラメータにとった感度分析を行う必要があ
る。

① 床版上の舗装構造
技術検討
委員会
コメント

施工段階

舗装各層およびコンクリート床版が一体性を保つことが前提となる。そ
れらの一体性に影響を及ぼす各層間の付着性能、多孔質アスファルト
混合物の透水性能、最下層の止水性能等は、使用材料、施工方法等
によって大きく変化するため、実施設計、施工計画の段階でそれらを照
査することが必要である。

技術検討
委員会
コメント

実施設計の
前半段階

空港の運用に影響を及ぼすおそれのある滑走路の不同沈下等につい
て、地盤条件の空間分布やばらつき及び埋立てによる載荷履歴等を
考慮した検討を行い、感度分析による対応策の検討が必要である。

②
鋼構造部材の
疲労安全性

技術検討
委員会
コメント

実施設計の
後半段階

溶接継手の形状等の構造細部に応じて、航空機荷重等の変動荷重の
算定、応力集中などを十分に考慮し、具体的な疲労安全性の照査を行
うことが必要である。

実施設計の
後半段階

長期的な圧密沈下の予測精度向上のため、上記土質調査によって得
られた試料について長期圧密試験を実施し、その結果に基づいて二次
圧密沈下量の検討を行い、維持管理計画等に適切に反映させること
が必要である。

実施設計の
後半段階

過去の事例調査を十分に行い、その結果を照合させて二次圧密沈下
量予測値の妥当性の検証を行う必要がある。

③
圧密沈下

（情報化施工）

技術検討
委員会
コメント

実施設計の
後半段階

及び
施工段階

安全で確実な施工を行うためには、施工中の地盤（埋立地盤を含む。）
及び構造物の動態を随時モニタリングし、その結果を以後の施工に反
映させるという情報化施工の考え方に則って施工を進めることが重要
である。

④
ジャケットレグ干満

飛沫帯の防食仕様の
最適化（Ⅱ－２）

入札前
VE提案の
附帯条件

実施設計の
前半段階

耐海水性ステンレス鋼ライニングの損傷要因を抽出した上で、各々の
損傷に対する補修方法について検討すること。また、ライニングが損傷
を受けた場合の補修方法について、その実現性を試験等により確認す
ること。

                               ：審議事項（第２回技術検討委員会）

                               ：第３回技術検討委員会以降

② ③
技術検討
委員会
コメント

ＰＣa床版の最適化
（Ⅰ－７）

圧密沈下
（感度分析）

①

圧密沈下

区分区分
JV側対応結果

の
確認時期

項　　目
JV側対応結果

の
確認時期

「技術提案書に関するコメント」
又は

「入札前VE提案に対する附帯条件」の記載内容

床版・鋼構造関連

入札前
VE提案の
附帯条件

実施設計の
前半段階

「技術提案書に関するコメント」
又は

「入札前VE提案に対する附帯条件」の記載内容
項　　目

ＶＥ提案による床版（超高強度繊維補強コンクリートPCa床版）について
は、今回のような大荷重（航空機荷重）に対応した床版を大量に製造し
た実績がないことから、施工上のばらつきや品質変動が許容範囲であ
ることを試験施工により十分確認するとともに、製造時の品質管理基
準を作成すること。また、試験施工で製造した床版に対して設計で想定
した航空機輪荷重、自動車輪荷重、その他支配的な荷重を作用させる
実験を行い（静的単調および繰返し載荷）、設計想定どおりの応答が
得られることを確認すること。さらに、本床版構造が長期間にわたり供
用された実績がないことから、設計供用期間中における想定される損
傷・劣化事象を抽出し、それらに対する対処方法を十分に検討するとと
もに、特に、損傷が限定的である場合の補修方法（床版の欠損や角欠
けの補修、ひび割れの注入補修）については試験等によりその有効性
を確認すること。

圧密沈下
（二次圧密）
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①
接続構造

（伸縮装置）

技術検討
委員会
コメント

実施設計の
後半段階

水平方向及び鉛直方向の地震動、常時の航空機荷重に対する伸縮装
置等の取付部分の強度及び耐久性を十分に確保するとともに、地震
後の復旧が容易な構造となるよう検討を行うことが必要である。

鋼材の腐食対策方針
技術検討
委員会
コメント

実施設計の
後半段階

腐食が問題となる全部位について詳細な検討を行い、低コストで長期
間継続できる維持管理方式を確立するとともにマニュアル化し、これに
基づいて確実な維持管理を実施することが必要である。

維持管理業務方式
についての提案

（Ⅷ－１）

入札前
VE提案の
附帯条件

実施設計の
後半段階

点検項目及び大規模補修時期の修正を伴う提案となっていることか
ら、各施設の点検・モニタリングの箇所、方法等の設定根拠について、
それぞれの劣化要因毎に理論的な検証又は実証試験等による確認を
行うこと。
また、維持管理マニュアルの作成にあたっては、その検証結果を評価
管理手法の設定に適切に反映させること。

                              ：審議事項（第２回技術検討委員会）

                              ：第３回技術検討委員会以降

 

　実施設計の段階においては、点検が容易かつ確実に行うことができ
るよう各施設の細部構造の検討を行うとともに、低コストで、客観的な
点検・評価が可能となるよう、できる限り定量的かつ具体的な評価管理
方法を検討することが必要である。
　また、点検及びモニタリング等を適切に行うことを前提とし、性能と経
済性を考慮した上で、計画的な維持補修による維持管理の最適化に
ついて引き続き検討することが必要である。

区分
JV側対応結果

の
確認時期

「技術提案書に関するコメント」
又は

「入札前VE提案に対する附帯条件」の記載内容

維持管理関連

「技術提案書に関するコメント」
又は

「入札前VE提案に対する附帯条件」の記載内容
項　　目

接続構造（伸縮装置）

①

項　　目 区分
JV側対応結果

の
確認時期

維持管理計画
技術検討
委員会
コメント

実施設計の
後半段階
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